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概要 

8 月 23～25日の日程で、南九州の地質巡検を行った。砂泥の互層（日南海岸・鬼の洗濯岩）、

大規模な鍾乳洞（球泉洞）、白亜紀のアンモナイトなど化石を含む堆積物（御所浦島）、世界最

高品位の現役金鉱山（菱刈金鉱）、および活発な火山（桜島）を順に巡り、それぞれの地質学的

特徴を理解した。どれも首都圏では見聞できないダイナミックなものだった。 

  

 

パンフレットより抜粋 見学場所 

  

行程 

8 月 23 日（火） 

 8:00 羽田空港第 1ターミナル出発ロビー 7番時計台集合 

 9:05 羽田空港→JAL1883→宮崎空港へ 

10:40 宮崎空港着 貸切バスで移動 

11:00 青島海岸・鬼の洗濯岩の見学と調査《昼食》 

13:30 青島出発 

 16:00 熊本県球泉洞（探検コース見学） 

 17:00 球泉洞発 

 18:00 水俣港着→海上タクシー乗船→御所浦島へ 

18:30 御所浦島着 宿泊 



8 月 24 日（水） 

   8:30 宿を出発 

 9:00 花岡山化石採集場で白亜紀化石発掘体験 

 11:00 発掘体験終了、島内見学《昼食》 

 14:30 御所浦港→海上タクシー乗船→水俣港へ 

 15:00 水俣港着 バス乗車 

 16:30 菱刈金鉱《通過》 

 18:00 鹿児島市内着 宿泊 

8 月 25 日（木） 

   8:30 宿を出発 

   9:00 鹿児島港→桜島フェリー乗船→桜島へ 

   9:00 桜島着 大正溶岩や埋没鳥居など見学《昼食》 

 13:00 桜島港→桜島フェリー乗船→鹿児島港へ 

 14:00 鹿児島大学博物館見学 

 15:00 鹿児島大学発 

 16:30 鹿児島空港着 

 17:30 鹿児島空港→JAL1874→羽田空港 

 19:10 羽田空港着（到着後流れ解散） 

  

九州の地質のあらまし（しおりより抜粋） 

九州の地質構造は、２つの大きな構造線によって３つに分類されることが多い。九州北部はも

ともと朝鮮半島に連続した大陸の一部であり、非常に古い基盤岩（変成岩や花こう岩）がゆるや

かな丘陵をつくっている。昭和後期まで採掘されていた筑豊や三池の炭鉱は、こうした基盤の上

に堆積した陸上堆積物（石炭）である。 

別府～島原を結ぶ構造線より南側に位置する九州中央部は、古い陸上～浅海成堆積物でできた

地質が東西に伸びる。御所浦島の白亜紀層をはじめ、熊本県内には恐竜化石やアンモナイト化石

を産する白亜紀の地層がいくつか見られる。ただし東部（大分県側）では強い圧力を受けた変成

岩に変化してしまい、もとの岩石の情報はほとんど残っていない。 

臼杵～八代を結ぶ構造線より南部は、遠洋深海底の堆積物がもみくちゃにされながら陸側に押

し付けられてできた付加体が、太平洋に向かって発達している。最も奥にはジュラ紀に付加した

地質体が東西に伸びるが、球泉洞をつくっている石灰岩体の形成が石炭紀であるように、個々の

岩石ができたのはそれよりも古い。海洋プレートが陸に迫ると陸からの砂泥が海底地滑りとなっ

て海溝を埋め、これも付加体の一部に加わる（タービダイト）。宮崎・日南海岸の「鬼の洗濯岩」

はこうしてできたもので、規則的な砂泥互層は地滑りの回数を表している。 

こうしてできた九州の地盤をマグマが繰り返し貫通し、活発な火山活動をもたらしている。阿

蘇・姶良・阿多・鬼界と連なる巨大なカルデラ群は世界にも類を見ないもので、膨大な噴出物は

千島列島や小笠原諸島にまで達し、噴火当時には地球規模の気候変動に影響を与えたと想像され

る。マグマ活動は豊富な温泉をもたらし、地熱発電としても利用される一方、熱水が岩盤の割れ

目を通過する際に様々な鉱物を沈着させることから、菱刈金山をはじめ多くのマグマ鉱床をもた

らしている。 



 

GPS 測量によると南九州は現在ゆっくりと南下しており、別府～島原を結ぶ一帯で陥没が起き

ている。雲仙や阿蘇の標高が 2000m 足らずなのはこのことにも関係がある。いつしか九州は北側

と南側に分裂し、阿蘇はその中央に火山島として残ると想像される。地質や地形は常に移り変わ

っていくのである。 



巡検報告 

8 月 23 日（火） 

8:00 羽田空港集合。飛行機に搭乗。1時間半のフライトは快適で、あっという間に宮崎空港に

着陸した。宮崎空港を出た頃は小雨が降っていたが、青島海岸に到着する頃には雨はやんでくれ

た。 

青島周辺の波状岩（鬼の洗濯岩）は、地とても天然にできたとは思えない、人工物のように正

確な段がずっと先まで続いていた。硬い層（砂岩層）と軟らかい層（泥岩層）が繰り返してでき

た地層が、傾いた状態で波の侵食を受け、このように段ができるということだ。これを差別侵食

という。どうやら石垣を組んだように見えるのは、地層が圧縮されると岩石が規則的に割れ目を

つくるので、それが石垣に見えてしまったのだった。 

地層の傾きや断層の伸び方に気をつけながら島を一周した。そして島の中央部にある青島神社

に参拝し、隣にある亜熱帯樹林園も見学した。また貝殻片だけでできた砂浜を見つけた。貝殻は

軽いので他の砂粒が動かないような弱い波によっても流され、一箇所に集められるのだと説明を

受けた。 

 

 



 

 

宮崎県宮崎市・青島海岸「鬼の洗濯岩」にて 

  

昼食を取った後、バスで南九州を西に移動する。熊本県に入ると、球磨川という急流の川に沿

って進み、14 時 30 分ころに球泉洞に到着した。ここでヘルメットと長靴をレンタルし、大きな

鍾乳洞に入って巨大な鍾乳石などを見学した。 

洞窟内を水が轟々と流れていたのが意外に思えたが、こうした流れが今も鍾乳洞の形を変え続

けていると思うと、自然の力の大きさを感じた。あえて長靴の中まで水浸しになりながら流れの

中を歩いてみたが、水は冷たく気持ちよかった。しかしどうして、洞窟の中はこんなに涼しいの

だろう。 



 

  

   

熊本県球磨村・球泉洞にて 

  

球泉洞からは水俣までバスで移動し、ここから水上タクシー（船）で御所浦島へ移動した。水

上タクシーは漁船のような船だったが、非常に快適だった。御所浦島の旅館では大変な歓迎を受

けた。魚がとても美味かった。 

  

8 月 24 日（水） 

8:00 起床。午前中は御所浦白亜紀資料館を訪れ、ここの館長に恐竜や白亜紀の生物に関する解

説を聞く。恐竜骨格の復元標本はたくさん見てきたが、ブロントサウルスを横倒しにして展示し



てあるのは初めて見た。恐竜や白亜紀の生物について学んだ後は、道具を借りて 500ｍほど先の

花岡山に向かい、1時間ほど化石発掘を体験した。二枚貝や巻貝などが取れた。一旦昼食のため

宿に戻った。鯛のかぶと煮が出た。 

午後には、御所浦町の職員の方に車を出していただき、島内のあちこちにある化石発掘現場に

案内してもらい、化石発掘の現場を見学したり、異常巻きアンモナイトを実際に発掘したりした。 

  

熊本県御所浦島 白亜紀資料館の恐竜骨格展示標本 

  

  

熊本県御所浦島の化石発掘現場 

  

時間いっぱいまで化石発掘をした後、船で水俣に戻る。御所浦島には今後恐らく来ることもな

いと思ったが、非常に楽しい体験だった。 

バスに再び乗車して今度は鹿児島へ向かう。途中、菱刈金鉱を通過。入りたかっただけに残念。

金鉱の近くの休憩所で屑鉱石がお土産として売られていたが、ただの白い石だった。鹿児島には

17:00 に到着。やっぱり桜島は遠くからも見えてかっこいい。夕食は美味しかったがカレーが余

計。 

台風が近づいているらしい。今は曇り空だが、明日が心配だ。 

  

8 月 25 日（木） 

7:00 起床。天気も気になるので、少し早めに出発。バスごと桜島フェリーに乗船。こういう船

も楽しい。桜島には 20 分くらいで到着。まずは展望台から火山や溶岩流を見学した。山頂付近は

雲に覆われていたが、南岳からは雲よりも白い蒸気（噴気）を出していて活火山ということがわ



かる。近くに砂防ダムを工事しているところがあったが、ショベルカーと周囲の岩石の大きさや

量を比べると、いつになっても工事が終わらなさそうに思えてきた。 

  

鹿児島県鹿児島市 噴気を上げる桜島南岳(左)と黒神町の埋没鳥居(右) 

  

桜島の東側に、大正時代の噴火で火山灰に埋没した鳥居がある。ここを訪れたとき、鳥居が本

当に埋もれているのに驚いた。火山のエネルギーの大きさを実感した。この後、ドライブインで

昼食。先生が旅行者と電話しているところを見ると、飛行機の便を早めて帰ろうとしているらし

い。 

桜島を後にし、フェリーで鹿児島市内に戻る。鹿児島大学博物館を訪問し、館長から岩石や地

質の説明を受けた。復習という意味ではとても良かった。菱刈鉱山で産出した大きな金鉱石も観

察できたので、入れなかった分をここで観察した。 

 

菱刈の金鉱石 （九州大学総合研究博物館 HP 

http://www.museum.kyushu-u.ac.jp/PLANET/09/09-4.html より） 

  

早めに切り上げて鹿児島空港へ向かう。1本前の羽田行の便に繰り上げてチェックインする。

何とか無事着陸できた。18:00 ごろ解散。楽しくためになる旅行になった。 

  


